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本研究では、当初は米国 KAY 社製 Multi-Speech Model 3700 を、後にはフリーソフト


















試みる点に本研究の意義がある。                                          
 
２．実践的研究（2006） ――量的分析―― 




ンターを HUB で LAN 接続し、有機的インテグレーションを可能にし、④音声指導補助及び音
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2. 2 結果と分析 
全体的に総括すると、実験群のリスニング力の平均伸び率は 13.7 ポイント（約 125%の伸び）













































































































































         
D 72 88 16 5.25 5  S1 92 84 -8 
E 72 72 0 5.25 7  S2 84 88  4 
F 68 68 0 5.25 7  T1 84 92  8 
上位クラス平均 5.333333    S5 80 80  0 
      S8 80 92 12 
A 64 80 16 7.5 8  T3 76 88 12 
I 64 68 2 3.75 5  T4 76 80  4 
J 56 56 0 3.75 5  T8 72 76  4 
中位クラス平均 6    U2 72 80  8 
      S6 68 88 20 
B 52 64 12 7.5 8  T7 68 64 -4 
C 44 68 24 6.75 7  U9 68 72  4 
H 44 64 20 3.75 5  上位クラス平均 5.333333 
G 28 64 36 4.5 7  S4 64 88 24 
下位クラス平均 23    T6 64 56 -8 
       T9 64 76 12 
       U1 64 64  0 
       U7 64 72  8 
       S1 60 72 12 
       S7 60 52 -8 
       U3 60 84 24 
       V1 60 84 24 
       U4 56 80 24 
       中位クラス平均 11.2 
       T5 52 68 16 
       U8 52 76 24 
       U5 48 68 20 
       U6 48 56  8 
       S9 44 72 28 
       T2 44 56 12 
























声波形に強勢ピッチ曲線（stress contour/ pitch contour）を同時に提示して、学習者が視覚的
に得られる音声情報にハイライトをつける。本研究で追求する「英語らしい言語音」の聴覚イメー
ジとは、個々の segmental phoneme（分節音素：母音&子音）を指すのではなく、むしろ






（金星堂）、English Pronunciation for Better Communication（英潮社）を参考に部分的に
修正して、Pattern 1（2強勢文 [2 feet sentence]）20 unit、Pattern 2（3強勢文）20 unit、
Pattern 3（4強勢文）23 unit、Pattern 4（5強勢文）22 unit、Pattern 5（6強勢以上の文）2 
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に Pitch Contourやフォルマント等の複合情報を提示した画像（右）の例示である。 
 
 
4. 2 結果と分析 
「スピーチ・クリニック」対象者の中から 2名（上級者 I と中級者 T）について 2例ずつを抽出し
て、その観察結果を提示する。第一段がモデル、第二段が被験者初回トライ、第三段が被験者
第二トライを示す。 
上級者 Iによる事例①： “May I use this pencil for the application form?” 
【改善点】一番の改善点は、May I（弱） use（強）というストレスパターンである。実験前は明らか
















上級者 Iによる事例②：“Don’t forget to turn out the lights when you leave the room.” 
【改善点】視覚情報獲得前段階（図の二段目）では全体に平坦な音調曲線を描いているが、視覚
情報獲得後段階（図の三段目）では turn outにかけての上昇カーブや leave the roomでのピ
may I 
use may I 
use 






















中級者 Tによる事例③： “They found a pen on the floor and picked it up.” 
【改善点】 found, pen, floor, picked it upいずれもモデルの強勢が強く意識され、特に文末の

















中級者 Tの事例④： “He measured the garage for conversion.” 





found pen floor picked it up 
found 
pen 
floor picked it up 
found floor picked it up 
pen 
don’t   forget turn out      lights leave    room 
don’t        forget turn out     lights leave     room 



















中級者 Tによる事例③： “They found a pen on the floor and picked it up.” 
【改善点】 found, pen, floor, picked it upいずれもモデルの強勢が強く意識され、特に文末の

















中級者 Tの事例④： “He measured the garage for conversion.” 





found pen floor picked it up 
found 
pen 
floor picked it up 
found floor picked it up 
pen 
don’t   forget turn out      lights leave    room 
don’t        forget turn out     lights leave     room 




















ⅰ）被験者は一文における強勢の数が多くなるほど Pitch Contour から得られる視覚的情報を
参照する傾向がある。このことは、聴覚情報のみで「英語らしい言語音の習得」を目指す学習方
法における効率性の低さを示唆している。もっとも、それはアメリカ構造主義言語学において




















measured garage conversion 
measured garage conversion 





































































 最後に、本研究ではEFL学習者がnativelikenessを追求するために stress-timed rhythm
と pitch contourに焦点化したアプローチを採用したが、Jennifer Jenkinsの主張に代表され
るような ELF (English as a Lingua Franca) という概念を持ち込めば、Received Pronuncia- 
tion (BrE) やGeneral American (AmE) 特有の suprasegmental phonemeを追求するの
ではなく、むしろ Lingua Franca Core としての母音・子音の獲得を追及するほうが効果的であ
るという反論も成り立つかもしれない。しかし、世界における話者人口数だけで標準発音モデル
を決定する権利を有するというのは必ずしも現実的ではなく、nonnative speakersのESL/EFL
話者が関与する重要な相手は、逆説的にもL1 native speakerである場合が多い。事実、第 47
回 JACET Annual Convention （2008）の keynote speechを行なった Jenkinsの英語は典
型的なBrEであり、それを聴き理解するためには、L1 native speaker が敢えてELFを学習し
ない限り、Jenkins の主張する LFC だけでは極めて不十分なのである。揶揄して表現すれば、










2） WaveSurfer の存在については、2006 年 10 月 10 日に特別講義（音響音声学）を依頼した清 
水克正・名古屋学院大学教授のご教示に拠る。改めて謝意を表したい。実際、学習者用の音声波 
形を伴なう自主教材の開発と作成にあたっては、ソフト価格が＠350,000 円もする Multi-Speech 
Model 3700では対応できず、フリーの音声分析ソフトの存在は不可欠であった。 
3）バイオフィードバック“biofeedback”の概念とその応用について記せば次のようになる。 
    「私達の筋運動や自律神経系といった心身の機能の多くは、無意識的に操作され、意識に上ってくる 




























 6） L2 習得の場合に、最終目標に到達するまでの中間段階に一度落ち込む「S 字曲線」を描くこと
はよく知られている。当該事象もその一環だと考えれば納得がいく（杉野直樹・立命館大学教授か
らの示唆に基づく）。 
7） アメリカ構造主義言語学におけるpitch level 4段階表示は例えば次のようなものになる。かつて
は、中学レベルの教育実習では、その教案作成において必ず習熟を要求された。 
   
 8） 大学英語教育学会（JACET）第 47回全国大会（於：早稲田大学，2008.9.11‐13）の出展ブース
においての質疑応答から、アドバンスト・メディア社の AmiVoice CALLには英語の変種に応じて、
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Making an Effective Approach to Acquiring English Phonetic Images 
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た。一方、その他の学生 28 名が統制群／非実験群（control group）となった。最終的には、実
験群におけるクリニックの回数が 8回～10回程度に達した時期に、English Phoneticsのクラス


















全体的に総括すると、実験群のリスニング力の平均伸び率は 13.7 ポイント（約 125%の伸び）




                                     左のグラフは、上図は実験群 10 名 
について、下図は統制群（非実群）28 
名について、それぞれ第 1 回リスニン 
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音声学』（金星堂）、English Pronunciation for Better Communication（英潮社）を参考に部
分的に修正して、Pattern 1（2強勢文）20 unit（＠1 sentence）、Pattern 2（3強勢文）20 unit、





























方式については被験者 I と同様。 
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